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ノムラ・ジャパン・オープン 
運用報告書(全体版) 

 
第59期（決算日2025年８月27日） 

 
作成対象期間（2025年２月28日～2025年８月27日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 1996年２月28日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

わが国の株式を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本とします。 
運用については、ボトムアップ・アプローチをベースとしたアクティブ運用を行ないます。 
わが国の株式への投資にあたっては、上場株式および店頭登録銘柄の中から、株価の割安性をベースに企業の収益性、成長性、安定性
等を総合的に勘案して銘柄を選定し、投資を行なうことを基本とします。株式の実質組入比率は、原則として高位を維持することを基
本とします。ただし、市場動向等により弾力的に変更を行なう場合があります。 

主な投資対象 

ノムラ・ジャパン・ 
オープン 

わが国の株式およびノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 

ノムラ・ジャパン・オープン 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

ノムラ・ジャパン・ 
オープン 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

ノムラ・ジャパン・オープン 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
決算時に繰越分を含めた利子、配当収入と売買益等から基準価額水準等を勘案して分配します。留保益の運用については、元本部分と
同一の運用を行ないます。 
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ノムラ・ジャパン・オープン

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
（TOPIX）（配当込み） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

55期(2023年８月28日) 14,219 200 17.6 3,824.01 17.0 98.1 － 90,058 

56期(2024年２月27日) 16,593 340 19.1 4,502.49 17.7 99.5 － 126,259 

57期(2024年８月27日) 16,523 350 1.7 4,559.78 1.3 99.4 － 134,535 

58期(2025年２月27日) 17,432 420 8.0 4,709.16 3.3 98.7 － 135,188 

59期(2025年８月27日) 20,147 550 18.7 5,353.16 13.7 98.2 － 159,572 
 
＊ 基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊ 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 ベ ン チ マ ー ク 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東 証 株 価 指 数 
（TOPIX）（配当込み） 

騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年２月27日 17,432 － 4,709.16 － 98.7 － 

２月末 17,025 △ 2.3 4,616.34 △ 2.0 98.0 － 

３月末 16,715 △ 4.1 4,626.52 △ 1.8 97.9 － 

４月末 16,331 △ 6.3 4,641.96 △ 1.4 98.2 － 

５月末 17,593 0.9 4,878.83 3.6 98.2 － 

６月末 18,445 5.8 4,974.53 5.6 98.3 － 

７月末 19,456 11.6 5,132.22 9.0 98.8 － 

(期  末)       

2025年８月27日 20,697 18.7 5,353.16 13.7 98.2 － 
 
＊ 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊ 当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊ 株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ノムラ・ジャパン・オープン

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2025年２月27日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）ベンチマークは、東証株価指数（TOPIX）（配当込み）です。ベンチマークは、作成期首（2025年２月27日）の値が基準価額と同一とな

るように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 
＊基準価額は18.7％の上昇 

基準価額は、期首17,432円から期末20,697円（分配金込み）に3,265円の値上がりとなりました。 

 

・主な変動要因 

（下落） トランプ米政権による貿易相手国に対する相互関税の詳細発表を受けて、世界景気全

体への悪影響に対する不安が高まったこと。 

（上昇） トランプ米政権が中国を除く多数の国・地域に対して相互関税上乗せ部分の90日間の

一時停止を発表したことから、通商政策への懸念が後退したこと。 

（上昇）主要企業の決算発表が始まる中で自社株買いなど資本政策の発表が好感されたことや、

米中の追加関税引き下げ合意など主要国間の関税交渉が進展したことなど。 
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ノムラ・ジャパン・オープン

（上昇） 日米関税交渉について当初予定していた25％から15％へ引き下げることで合意したこ

とが報じられたこと。 

（上昇） 米国との関税交渉に関する日本の負担軽減の特例措置適用や対中関税の一部延期の動

きに加え、米国のインフレ懸念が後退したこと。 

 

○投資環境 
期首から期末にかけて、国内株式市場は上昇しました。トランプ米政権による貿易相手国に

対する相互関税の詳細が発表されたことを受けて、世界景気全体への悪影響に対する不安が高

まったことなどから急落しました。その後は、トランプ米政権が中国を除く多数の国・地域に

対して相互関税上乗せ部分の90日間の一時停止を発表し、通商政策への懸念が後退したことな

どから反発しました。５月以降は、主要企業の決算発表において自社株買いなど資本政策の発

表が続く中、米中の追加関税引き下げ合意や、日米関税交渉について当初予定していた25％か

ら15％へ引き下げることで合意したことが報じられたことなどで上昇しました。８月に入る

と、米国との関税交渉に関する日本の負担軽減の特例措置適用や対中関税の一部延期の動きに

加え、米国のインフレ懸念が後退したことなどから、国内株式市場は上昇しました。 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
［ノムラ・ジャパン・オープン］ 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］を期を通じて高位に

組み入れ、実質株式組入比率は期末に98.2％としました。 

 

［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］ 

・株式組入比率 

株式組入比率は、期を通じて高位を維持し、期末に98.4％としました。 

 

・期中の主な動き 

特定の分野・事業領域で高い市場シェアを持つなど競争力や経営力が高く、中長期的に堅調

な業績拡大が期待できる企業に着目し、主にPER（株価収益率）などのバリュエーション指標

に基づき、中長期で割安と思われる銘柄に投資しました。 
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＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類、以下同じ）と銘柄＞ 

①機械 

新型の油圧ショベルの拡販などによる収益性改善に期待した小松製作所や、データセンター

向けの板金機械の需要増加による業績拡大に期待したアマダなどを買い付けしました。 

②電気機器 

ゲーム&ネットワークサービスを始めとしたエンターテイメント関連事業の業績拡大に期

待したソニーグループや、シリコンサイクルの改善に加えて主力のエッチャーと製膜装置の

成長による業績拡大を期待した東京エレクトロンなどを買い付けしました。 

③卸売業 

アフリカ事業や堅調なトヨタ自動車の生産台数による業績拡大や株主還元の拡大を期待し

た豊田通商や、資産リサイクル益の顕在化や次期中期経営計画における利益成長施策に期待

した三井物産を買い付けしました。 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①非鉄金属 

データセンター関連における堅調な需要拡大は評価しているものの利益確定目的でフジク

ラや、古河電気工業などを売却しました。 

②証券、商品先物取引業 

マーケット環境の不透明感が増す中での業績悪化リスクを懸念した大和証券グループ本社

を売却しました。 

③輸送用機器 

インドの需要環境悪化によるマルチ・スズキ・インディア社の業績悪化を懸念したスズキや、

BEV（バッテリー式電気自動車）の需要減少による車載向け製品の業績悪化を懸念したNOK

を売却しました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
＊ベンチマーク対比では5.0％のプラス 

基準価額の騰落率は18.7％の上昇となり、ベ

ンチマークである東証株価指数（TOPIX）（配当

込み）の13.7％の上昇を、5.0％上回りました。 

 

【主な差異要因】 

（プラス要因） 

①ベンチマークに比べてパフォーマンスの良

かったソフトバンクグループ、日本製鋼所、

三井金属鉱業、横浜ゴム、SBIホールディング

スなどの投資比率が相対的に高かったこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが良

かった非鉄金属、建設業などの投資比率が相

対的に高かったこと。 

 

（マイナス要因） 

①ベンチマークに比べてパフォーマンスの悪かったファナック、東京地下鉄、東京エレクトロ

ン、ツムラ、大和証券グループ本社などの投資比率が相対的に高かったこと。 

②ベンチマークに比べてパフォーマンスが良かった卸売業、陸運業などの投資比率が相対的に

低かったこと。 
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◎分配金 

（１） 今期の分配金は、基準価額水準などを考慮して１万口当たり550円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第59期 

2025年２月28日～ 
2025年８月27日 

当期分配金 550  

(対基準価額比率) 2.657％ 

 当期の収益 550  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 12,419   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］ 

・投資環境 

日本経済は、関税引き上げによる輸出鈍化などの影響が一巡した後は緩やかな成長に回帰す

るとみています。４-６月期の実質GDP（国内総生産）成長率は前期比年率＋1.0％となり市場

予想を上回りました。設備投資が同＋5.5％、民間最終消費支出が同＋0.6％となるなど底堅い

推移となりました。関税引き上げ前の駆け込み需要の反動などもあり、今後の輸出環境は厳し

くなるとみています。７月の日銀金融政策決定会合では、関税の内外経済への影響には留意し

つつも、物価の上振れを意識する意見がみられました。植田日銀総裁は「大きな負のショック

がない限り、労働市場は引き締まった状況が続き、賃金には上昇圧力がかかり続ける」との見

方を示しています。日銀は、関税引き上げの影響を確認しつつ緩やかな利上げシナリオに戻る

とみられ、当社では次回利上げを2026年４月と予想しています。 
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・投資方針 

データセンター、５G、EV（電気自動車）などの成長産業において業界内で競争力を有する

銘柄や、成熟産業において勝ち残る可能性の高い銘柄、特定の分野・事業領域で高い市場シェ

アを持っている銘柄などに注目し、業績に見合った株価の銘柄を選別していく方針です。 

当ファンドでは競争力が高く中長期で堅調な業績が見込める銘柄を、割安なタイミングで組

み入れていくという基本戦略に基づき、ベンチマークを上回るリターンを目指します。 

 

［ノムラ・ジャパン・オープン］ 

当ファンドは引き続き第60期の運用に入ります。 

主要投資対象である［ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド］の組み入れを高位に

維持して、基準価額の向上に努めます。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年２月28日～2025年８月27日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 146  0.829  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 70)  (0.395)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） ( 68)  (0.385)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  9)  (0.049)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 6   0.034   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  6)  (0.034)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 152   0.865    

期中の平均基準価額は、17,594円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果

です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.68％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年２月28日～2025年８月27日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 1,756,734 7,380,800 2,220,246 10,133,300 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2025年２月28日～2025年８月27日) 

 

項 目 
当 期 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 95,848,071千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 204,732,887千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.46   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年２月28日～2025年８月27日) 

 

＜ノムラ・ジャパン・オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 46,238 12,074 26.1 49,609 8,777 17.7 

平均保有割合 66.6%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 当 期 
売買委託手数料総額（A） 46,764千円 
うち利害関係人への支払額（B） 11,234千円 

（B）／（A） 24.0％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2025年８月27日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 32,595,481 32,131,970 159,191,419 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 

 

○投資信託財産の構成 (2025年８月27日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド 159,191,419 96.3 

コール・ローン等、その他 6,077,127 3.7 

投資信託財産総額 165,268,546 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2025年８月27日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 165,268,546,740   

 コール・ローン等 6,077,045,854   

 ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド(評価額) 159,191,419,634   

 未収利息 81,252   

(B) 負債 5,695,746,104   

 未払収益分配金 4,356,147,316   

 未払解約金 178,904,763   

 未払信託報酬 1,158,407,763   

 その他未払費用 2,286,262   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 159,572,800,636   

 元本 79,202,678,474   

 次期繰越損益金 80,370,122,162   

(D) 受益権総口数 79,202,678,474口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 20,147円 
 

（注）期首元本額は 77,553,788,787円、期中追加設定元本額は

10,874,431,538円、期中一部解約元本額は9,225,541,851円、１口

当たり純資産額は2.0147円です。 

○損益の状況 (2025年２月28日～2025年８月27日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 2,564,831   

 受取利息 2,564,831   

(B) 有価証券売買損益 26,448,750,734   

 売買益 27,357,658,384   

 売買損 △   908,907,650   

(C) 信託報酬等 △ 1,160,694,025   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 25,290,621,540   

(E) 前期繰越損益金 27,334,189,478   

(F) 追加信託差損益金 32,101,458,460   

 (配当等相当額) (  50,076,922,197)  

 (売買損益相当額) (△17,975,463,737)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 84,726,269,478   

(H) 収益分配金 △ 4,356,147,316   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 80,370,122,162   

 追加信託差損益金 32,101,458,460   

 (配当等相当額) (  50,098,623,771)  

 (売買損益相当額) (△17,997,165,311)  

 分配準備積立金 48,268,663,702   
 
＊ 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊ 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊ 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 

 

（注）分配金の計算過程（2025年２月28日～2025年８月27日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2025年２月28日～ 
2025年８月27日 

a. 配当等収益(経費控除後) 1,755,315,921円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 23,535,305,619円 

c. 信託約款に定める収益調整金 50,098,623,771円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 27,334,189,478円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 102,723,434,789円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 12,969円 

g. 分配金 4,356,147,316円 

h. 分配金(１万口当たり) 550円 
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○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 550円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

①「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正に伴い、運用報告書の電子交付に関する

条文を変更する所要の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2025年４月１日＞ 

 

②「ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド」に適用する信託法を旧法（信託法（大正

11年法律第62号））から新法（信託法（平成18年法律第108号））に変更する所要の変更を行

ないました。 ＜変更適用日：2025年６月19日＞ 
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○（参考情報）親投資信託の組入資産の明細 (2025年８月27日現在) 

＜ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド＞ 
 下記は、ノムラ・ジャパン・オープン マザーファンド全体(48,254.086千口)の内容です。 

 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

水産・農林業（1.1％）    

ニッスイ 2,905 2,500 2,506,250 

鉱業（2.1％）    

ＩＮＰＥＸ 1,567.8 2,050 4,976,375 

建設業（5.5％）    

鹿島建設 1,290 1,290 5,552,160 

住友林業 1,100 2,781 4,666,518 

高砂熱学工業 345 326.4 2,817,484 

食料品（0.5％）    

江崎グリコ 225 225 1,116,450 

化学（5.3％）    

レゾナック・ホールディングス 768 768 3,012,864 

大阪ソーダ － 490 934,430 

大阪有機化学工業 190 － － 

資生堂 246 246 594,090 

デクセリアルズ － 970 1,984,620 

日東電工 1,770 1,770 5,917,110 

医薬品（2.1％）    

ツムラ 469 500 1,806,000 

大塚ホールディングス 382.5 406 3,181,416 

ゴム製品（2.2％）    

横浜ゴム 1,420 969 5,240,352 

ガラス・土石製品（2.9％）    

日本電気硝子 1,365 638 2,815,494 

東海カーボン 410 920 935,640 

東洋炭素 329 300 1,195,500 

ＴＯＴＯ 220 510 1,948,710 

鉄鋼（－％）    

日本製鉄 410 － － 

非鉄金属（7.6％）    

三井金属鉱業 456 180 1,821,600 

住友金属鉱山 － 357 1,431,927 

古河電気工業 1,569 1,022 9,080,470 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

フジクラ 1,282 370 4,319,750 

ＳＷＣＣ － 140 1,169,000 

金属製品（0.6％）    

日本発條 770 720 1,339,200 

機械（8.3％）    

日本製鋼所 730 770 7,022,400 

三浦工業 110 － － 

アマダ － 1,170 2,228,850 

ＦＵＪＩ － 550 1,540,275 

オーエスジー － 410 834,760 

ＤＭＧ森精機 － 510 1,689,630 

小松製作所 － 770 3,824,590 

オルガノ 270 100 1,122,000 

サムコ 140 140 402,920 

ＣＫＤ 370 370 933,140 

電気機器（16.9％）    

イビデン 275.3 410 3,007,350 

日立製作所 1,427 － － 

日東工業 － 100 351,500 

富士通 2,750 2,740 9,842,080 

アンリツ 880 880 1,571,240 

ソニーグループ － 1,845 7,558,965 

ＴＤＫ － 830 1,597,335 

マクセル 369 － － 

精工技研 290 270 2,119,500 

ファナック 1,800 1,500 6,450,000 

浜松ホトニクス 365.4 － － 

京セラ 1,250 1,310 2,558,430 

東京エレクトロン － 226.1 4,597,743 

輸送用機器（2.8％）    

ＮＯＫ 895 － － 

本田技研工業 3,050 3,900 6,470,100 

スズキ 1,550 － － 
 

国内株式 
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銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

その他製品（3.3％）    

アシックス 625.1 625.1 2,531,655 

任天堂 383.4 300 4,012,500 

美津濃 140 420 1,115,100 

陸運業（1.8％）    

東京地下鉄 1,070 2,420 4,138,200 

倉庫・運輸関連業（0.9％）    

上組 490.7 490.7 2,152,210 

情報・通信業（7.8％）    

ガンホー・オンライン・エンターテイメント 410 － － 

東映アニメーション 205 205 650,875 

日本テレビホールディングス － 280 1,084,440 

スカパーＪＳＡＴホールディングス － 555 793,095 

ＮＴＴ 33,300 32,100 5,065,380 

コナミグループ 190 － － 

ソフトバンクグループ 814 700 10,790,500 

卸売業（4.1％）    

円谷フィールズホールディングス 860 825 1,739,925 

豊田通商 － 664 2,578,976 

三井物産 1,380 1,620 5,402,700 

小売業（5.0％）    

エービーシー・マート 620 620 1,822,800 

セブン＆アイ・ホールディングス 510 － － 

ＦＯＯＤ ＆ ＬＩＦＥ ＣＯＭＰＡＮＩＥ 234 250 2,100,000 

良品計画 275 275 1,854,600 

ワークマン － 202 1,094,840 

日本瓦斯 321 360 1,032,120 
 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

株  数 株  数 評 価 額 

 千株 千株 千円 

イオン 720 700 3,764,600 

銀行業（6.8％）    

三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 4,000 3,940 8,863,030 

三井住友フィナンシャルグループ 1,557 1,540 6,263,180 

七十七銀行 310 － － 

ほくほくフィナンシャルグループ － 244.3 884,366 

証券、商品先物取引業（1.9％）    

ＳＢＩホールディングス 600 666 4,496,832 

大和証券グループ本社 4,900 － － 

保険業（3.1％）    

ＳＯＭＰＯホールディングス 590 590 2,756,480 

第一生命ホールディングス 936.5 3,740 4,637,600 

その他金融業（0.3％）    

東京センチュリー 428 428 796,080 

不動産業（4.0％）    

住友不動産 1,540 1,534 9,431,032 

サービス業（3.1％）    

アストロスケールホールディングス － 880 589,600 

リゾートトラスト 631 1,220 2,341,180 

リクルートホールディングス 567.8 508.5 4,398,525 

合 計 
株 数 ・ 金 額 94,619 98,152 235,268,640 

銘柄数＜比率＞ 68 74 ＜98.4％＞ 
 
＊各銘柄の業種分類は、期首、期末の各時点での分類に基づいてい

ます。 

＊銘柄欄の（ ）内は、国内株式の評価総額に対する各業種の比率。

＊評価額欄の< >内は、このファンドが組み入れているマザーファ

ンドの純資産総額に対する評価額の比率。 

＊評価額の単位未満は切り捨て。 
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